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骨再生材料リン酸八カルシウム （OCP） 結晶の
世界初の量産化成功

　東北大学大学院歯学研究科（鈴木治）と日
揮ホールディングス株式会社（JHD），日本ファ
インセラミックス株式会社（JFC）の研究グルー
プは，骨再生材料リン酸八カルシウム（OCP）
の量産化技術を確立した．本技術では医薬品
製造の連続フロー合成を応用して，均一かつ
工業スケールでの製造を可能とした．今後に
医療機器製造の企業等と協業することで広い
医療分野における OCP 材料の普及を期待して
いる．
　OCP は，アパタイト層と水和層が繰り返
す積層構造を有し（Brown WE et al. Nature 
196:1962），ハイドロキシアパタイト（HA）
と構造関連性を持つ材料である．筆者らは先
に，HA 等のリン酸カルシウム材料との比較
で，OCP が最も高い骨伝導性を示すことを
見出した（Suzuki O et al. Tohoku J Exp Med 
164:1991）．OCP は，生体環境下で骨アパタ

イト類似結晶へ加水分解する際に，カルシウ
ムおよび無機リン酸のイオン濃度勾配発生と
血清由来タンパク質の吸着促進を通じ，HA で
は認められない用量依存性の骨芽細胞分化促
進および破骨細胞形成促進が生じることで骨
形成と生体内吸収を増大する（Suzuki O et al. 
Dent Mater J 39:2020）．OCP は，東北大学発
の歯科領域の骨補填材として臨床研究および
企業主導治験を経て実用化された collagen と
の複合体の素材にもなっている（Kawai T et 
al. J Tissue Eng 11:2020）．
　図 1 に私達が合成した OCP の X 線回折図を
示す．ベンチスケール連続合成技術は，原料
溶液を連続的に供給した上で過飽和度を調節
することで均質な OCP が随時得られる反応管
を用いる手法である（特許第 3115642 号）．
これと並行して，過飽和度を制御することで，
連続合成法と同等の OCP を得るバッチ式合成
方法も確立し，一定量の OCP を確保して一連
の生体材料学的性質を解明した．一方，工業
スケール量の確保は依然困難であったが，今
回，東北大学と JHD，JFC でスケールアップ
を研究して（特許第 6786227 号），連続フロー
合成技術による OCP の量産化を実現した．
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